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今月の表紙写真
　切れ目を入れて加熱すれば、鬼皮・渋皮がポ
ロッとむける琴浦町産の栗「ぽろたん」。この栗
を広く知ってもらうことを目的に、JA鳥取中央
栗生産部と町農業委員会で９月17日、ショッピ
ングセンターアプトで「琴浦の栗　ぽろたん祭」
を開催しました。
　ぽろたんを使用したスイーツ・ご飯もの・生栗
などの販売や、ぽろたんの皮
をむく実演も行いました。来
場者は、電子レンジで簡単に
皮がむける様子に驚き、むき
たての栗を試食したり、お目
当ての商品を買ったりしてい
ました。

四 季 折 々
琴　　

浦
　　の

シリーズ　　　　　　　　　　　　　　

手話で話そう ! 7
分かる、分かっている、

知る、知っている

　右手のひらで胸を撫
な

で下ろす

※手話動作説明/一般財団法人全日本ろうあ連盟発行
　『わたしたちの手話　学習辞典Ⅰ』より転載

今月の職員
子育て健康課
松田　大介

秋の実り＠下三本杉地区



問合せ先　みんな行こうよ　まなタン祭り実行委員会（社会教育課） 52-1161

琴浦町生涯学習センター「まなびタウンとうはく」の開館20周年を
記念して、イベントを開催します。
盛りだくさんの内容となっていますので、ぜひお越しください。

イベント内容

巨大迷路（無料）
11/3～11/4
多目的ホールに巨大

ダンボール迷路が出現！

町民作品展（無料）
11/3～11/5

絵画、書道、写真などの
力作が勢ぞろい

食ってみようよ
� 琴浦の味
11/3　参加費300円
じげの料理を試食

・ヨガ教室
・ナイトミュージアム
・映画上映
・スイーツ講座
　など…

・ことうらこどもパーク
　ものづくりコーナー
・科学実験ショー
　＆実験大会
・まなタン探検
　クイズ＆スタンプラリー

・お茶会
・文化体験講座
・かるた大会
・古本市
・読書講演会

とうはく開館20周年
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今月のイチオシニュースSpecial News



自助

公助共助

災害に

   備える
過去の豪雨・地震などの自然災害からの教訓と、
これからの取り組み

　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め
と
す

る
地
震
や
記
録
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾は

ん

濫ら
ん

・
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
、
全
国
各

地
で
猛も

う

威い

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
の
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規

模
火
災
や
、
直
近
で
は
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
て
日
本
上
空
を
通
過
さ
せ
る
な

ど
、
自
然
災
害
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

全
国
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
19
年
９
月
４
日
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
中
村
地
区
を
は
じ
め
と
す

る
広
い
範
囲
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
負
傷
者

が
出
る
な
ど
の
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
22
年
に
は
、
大
晦
日
か
ら
年
始
に
か
け
て

の
豪
雪
に
よ
り
、
国
道
９
号
で
約
千
台
の
車
が

立
ち
往
生
す
る
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
21
日
に
は
鳥
取
県
中
部

を
震
源
と
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
が
発
生
し
、

琴
浦
町
で
は
震
度
５
弱
を
記
録
し
ま
し
た
。
琴

浦
町
を
は
じ
め
と
す
る
中
部
地
区
で
は
、
多
く

の
家
屋
や
道
路
、
公
共
施
設
が
被
害
を
受
け
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
過
去
に
な
い
被
災
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
や
取
り
組
み
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
慌

て
る
の
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を

持
ち
、
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
ま

一
度
、
災
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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災害の種類と特徴
災害は、いつ、どこで、どのような被害をもたらすかを予測することが難しいものです。

災害の種類と特徴を知り、対応準備を整えて身を守りましょう。

■　台風・集中豪雨などの風水害　■

　台風や集中豪雨では、短時間のうちに大量の
雨が降るため、河川の氾

はん

濫
らん

や土砂崩れ、がけ崩
れなどを引き起こします。また、台風は風によ
る被害が大きく、家屋や樹木などの倒壊被害が
発生します。

●台風、集中豪雨などの風水害時の対応
　・	天気予報や避難指示に従い、早めの避難を
心掛ける。

　・	夜間の大雨などで避難できない場合、２階
などの高い場所に避難す
る。（垂直避難）

　・	裏山やがけに面した部屋
を使用しない。

■　津　波　■

　地震が発生した後は、津波に注意する必要があ
ります。
　現在、鳥取県津波対策検討委員会が、津波が発
生する可能性がある地震震源として予測している
断層は、佐渡島北方沖断層、鳥取県沖東部断層、
鳥取県沖西部断層の３カ所です。

●各断層で地震が発生した際の津波想定結果
＊	津波到達時間、津波高はあくまでも予測です。
これを上回る津波到達も考えられます。

●津波への対応
・	到達時間および津波の高さを参考に、避難行動
を行う。
・海岸をすばやく離れ、高い場所へ移動する。
・正しい情報を確認し、冷静に行動する。
　（ラジオ・テレビ・防災無線で情報収集を行う）

断層 第１波到達 最大波到達 津波高
佐渡島北方沖 １時間35分 ２時間47分 5.53ｍ
鳥取沖東部 19分 54分 1.77ｍ
鳥取沖西部 ５分 13分 3.17ｍ

■　地　震　■

　昨年10月21日に発生した鳥取県中部地震は
断層の存在が知られていない場所で起きていま
す。いつ、どこで起こるか分からない災害であ
り、日ごろの防災意識が必要です。

●地震発生時の対応
　・身の安全を確保する。
　　（家具や落下物から身を守ること。
　　　	机の下に身を隠したり、座布団や本など

を使用し、頭部などを保護する）
　・	すばやく火の始末をする。（ガス・ストー
ブの消火、電気器具のプラグを外す）

　・	出口の確保をする。（建物がゆがみ出入口が
開かなくなることがあるので、ドアを開ける）
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避
難
行
動
に
つ
い
て

避
難
情
報

　

避
難
情
報
は
、
皆
さ
ん
の
生
命
に
危
険

が
お
よ
ぶ
と
判
断
し
た
場
合
に
、
町
防
災

行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
発
令
し
ま
す
。

　

災
害
の
進
行
状
況
や
規
模
に
よ
り
、
発

令
は
左
図
の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
は
、
町
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
避
難
情
報
を
発
表
し
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練

　

８
月
19
日
に
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定

し
た
情
報
伝
達
訓
練
と
、
徳
万
地
区
を
対

象
と
し
た
住
民
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本

上
空
を
通
過
し
た
り
、
核
実
験
が
実
行
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、
不
安
な
動
き
が
続
い

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
身
を
守
る
た
め

に
も
、
避
難
の
初
動
を
と
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
は
…

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動
し
、
サ
イ
レ
ン
と
音

声
に
よ
り
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
が
作
動
し
た
ら
、
す
ぐ
に
次
の
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

○	
で
き
る
だ
け
頑
丈
な
建
物
に
避
難
す

る
。

○	

近
く
に
適
当
な
建
物
が
な
い
場
合
は
、

物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ
頭

部
を
守
る
。

○	

屋
内
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
窓
か
ら

離
れ
る
。（
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
）

火
災
に
対
す
る
備
え

火
災
発
生
時
、
そ
ん
な
と
き
は･･･

　

ひ
と
り
で
消
せ
る
と
考
え
ず
、
隣
近
所

に
火
事
を
知
ら
せ
、
速
や
か
に
１
１
９
番

通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
の
３
原
則

①
早
く
知
ら
せ
る

・	「
火
事
だ
！
」
と
大
声
を
出
し
、
隣
近

所
に
援
助
を
求
め
る
。
声
が
出
な
け
れ

ば
鍋
な
ど
を
た
た
き
、
異
変
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

・	

小
さ
な
火
で
も
１
１
９
番
に
通
報
す

る
。
当
事
者
は
消
火
に
あ
た
り
、
近
く

の
人
に
通
報
を
頼
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
早
く
消
火
す
る

・	

出
火
か
ら
３
分
程
度
が
、
消
火
で
き
る

限
界
で
す
。

・	

水
や
消
火
器
だ
け
で
消
そ
う
と
思
わ
ず

に
、
座
布
団
な
ど
で
火
を
た
た
く
、
毛

布
で
覆お

お

う
な
ど
、
身
近
な
も
の
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

③
早
く
逃
げ
る

・	

天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

・	

避
難
す
る
と
き
は
、
燃
え
て
い
る
部
屋

の
窓
や
ド
ア
を
閉
め
て
、
空
気
を
遮
断

し
て
く
だ
さ
い
。

避難訓練の様子

避難情報の発令について

低
い　
　
　
　
　
　
　

災
害
発
生
の
切
迫
度　
　
　
　
　
　
　

高
い

避難情報 行　　動

避難準備情報

　特に避難行動に時間が必要な
者（高齢者・障がい者・外国
人・乳幼児・妊婦など）は避難
場所へ避難を開始。
　その他の者は、家族との連絡、
非常持出品の用意などを開始。

避難勧告
　通常の避難行動ができる者
は、計画された避難場所への避
難を開始。

避難指示

　避難勧告で避難行動をしてい
ない者は、直ちに避難行動に移
る。
　時間がない場合は、生命を守
る最低限の行動（建物の２階へ
の避難など）を実施。

公
助
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地
域
の
防
災
士
と
し
て
活
動

し
よ
う
！

防
災
士
に
な
っ
て
こ
の
町
を
一
緒
に
守
り

ま
せ
ん
か
？

　

防
災
士
と
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の

た
め
に
、
十
分
な
意
識･
知
識
・
技
能
を

有
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
防
災
士
機
構

が
認
定
し
た
人
た
ち
で
す
。
認
定
に
は
、

２
日
間
研
修
を
受
け
、
資
格
試
験
に
合
格

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

琴
浦
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
各
地
区
の

防
災
力
向
上
の
た
め
、
防
災
士
研
修
経
費

を
全
額
負
担
し
、
防
災
士
の
育
成
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
全
地
区
に
複

数
人
の
防
災
士
を
配
置
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
減
災
・
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
町

内
企
業
か
ら
の
参
加
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
地
域
と
地
元
企
業
が
一
体
と
な
っ
た

防
災
活
動
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
防
災
士
と
し
て
地
元
を
守
る
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
後
、
研

修
日
程
な
ど
が
決

定
次
第
、
募
集
を

行
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ

う
！

自
主
防
災
組
織
っ
て
？

　

「
自
主
防
災
組
織
」
と
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

自
覚
・
連
帯
感
に
基
づ
い
て
、
自
主
的
に

結
成
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
住
民
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
危
険
箇

所
や
、
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ
の
対
応
な

ど
を
細
か
く
助
け
合
う
こ
と
で
、
災
害
に

よ
る
被
害
の
防
止
や
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
す
で
に
37
団
体
45
部
落
に
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要
な
の
か
？

　

実
際
に
、
災
害
が
発
生
す
る
と
誰
に
助

け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
救
助
実
態
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
消
防
や
役
場
な
ど
の
公

助
で
助
け
ら
れ
る
割
合
は
約
２
％
で
す
。

大
災
害
に
な
る
と
、
交
通
網
の
遮
断
や
火

災
の
同
時
多
発
な
ど
に
よ
り
、
公
的
機
関

だ
け
で
は
人
命
救
助
は
十
分
に
行
え
な
い

た
め
、
自
助
と
共
助
が
よ
り
大
切
に
な
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

と
。
そ
し
て
、
災
害
時
に
は
隣
近
所
で
助

け
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
域
住
民
が
協
力
し
て
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が

有
効
と
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

①
迅
速
な
避
難
が
可
能

　

自
分
た
ち
だ
け
で
は
移
動
が
難
し
い
人

な
ど
へ
の
呼
び
か
け
や
、
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
速
や
か
な
避
難
が

実
施
で
き
ま
す
。

②
的
確
な
安
否
確
認
が
で
き
る

　

避
難
が
完
了
し
た
家
屋
に
は
旗
を
立
て

る
な
ど
、
地
域
で
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
避
難
状
況
の
確
認
を
行
っ
た

地
区
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
顔
の
見
え
る

地
域
性
か
ら
、
効
果
的
に
安
否
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③ 

日
ご
ろ
の
安
全
点
検
な
ど
に
よ
る
防
災

力
の
向
上

　

日
ご
ろ
か
ら
、
地
域
の
避
難
箇
所
、
危

険
箇
所
の
点
検
や
防
災
資
機
材
の
整
備
に

よ
り
災
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

　

ま
た
、防
災
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

防
災
意
識
の
向
上
や
避
難
方
法
の
改
善
が

図
ら
れ
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
せ
ん
か
？

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
た
め
の
補

助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

総
務
課　

52
─

２
１
１
１

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す

　

自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
が
連
携
し
て
、

更
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
避
難
訓
練
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
と

減
災
事
業
な
ど
の
公
共
事
業
を
実
施
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

割　合 助けられた人
（区分）

67％ 自力・家族
（自助）

31％ 友人・隣人
（共助）

２％ 救助隊
（公助）

共
助

出上地区自主防災会
消火訓練の様子
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わが家の防災対策
家の中の安全対策や家の周囲でできる安全対策

家の周囲の安全対策

家の中の安全対策

地震や台風で物が落下や倒壊しないように備えましょう。

家具を固定し、落下や倒壊を防ぎましょう。
家の中に安全な場所を確保しましょう。

ブロック塀などの
安全対策

プロパンガス

ベランダの点検

屋根の点検

土中に30㎝以上の基礎部分
がないもの、鉄筋が入って
いないものは危険です。し
っかり補強をしましょう。

プロパンガスボンベを鎖で
しっかり補強しましょう。

植木鉢などの整理整頓
をしておきましょう。

窓や食器棚のガラスには
「飛散防止フィルム」、ピアノの脚には

「すべり止め」を！

※ピアノの固定方法に
　ついては、メーカー
　や購入店に相談しま
　しょう。

すべり止め

下地針金

針金

ヒートン

ヒートン

L型
金具

平型
金具

横木

固定用の針金は
太さが１㎜以上のものを

使ってね。
L型金具やヒートンで

固定する時は、壁の下地のある所か
鴨
か も

居
い

に取り付けよう。

壁が弱かったら
固定用の「横木」を

取り付けよう。

不安定な瓦
かわら

やアンテナ
は補強をしましょう。

自
助

H29.10.1 8
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災害に備える
いざというときのために、非常持出品・非常時用備蓄品の準備とチェックをしておきましょう。

非常持出品（例）

非常時用備蓄品（例）

災害発生時に、すぐに持ち出せるように準備をしておきましょう。

災害復旧までの数日間（最低３日）を生活できるように備蓄して
おきましょう。

□ラジオ
□乾電池
□防災行政無線

＊ 火を通さないで食べら
れるもの、食器など

□ミネラルウォーター
□乾パン
□缶詰
□非常用食品
□缶切り・栓抜き
□紙皿・紙コップ
□水筒

＊その他必要なもの
□衣類（下着・上着）
□生理用品
□タオル
□ウェットティッシュ
□離乳食
□紙おむつ・粉ミルク
□雨具
□防災マップ

□常備薬　□絆創膏
□傷薬　　□包帯
□風邪薬　□胃腸薬

□現金　　□預金通帳
□印鑑　　□免許証
□健康保険証

□懐中電灯（１人１つ）
□電池（多めに準備）

携帯ラジオ

非常食品など その他

救急医療品 貴重品 懐中電灯

□ 飲料水としてペットボトルや缶
入りのミネラルウォーター

　（目安：１日１人３ℓ）
□お米
□缶詰・レトルトパック
□梅干・調味料など
□ ドライフーズ・チョコレート・

あめなど

非常食・飲料水

□卓上コンロ
□ガスボンベ
□固形燃料

燃　料

□衣類
□ 生活用水（風呂・洗濯機などに

貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・ドライ

ヤー・シャンプーなど
□調理器具（鍋・やかん）
□バケツ・アウトドア用品など

その他

問合せ先　総務課　 52-2111
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　次世代を担う子どもたちに、論語を通じて心を育て
るとともに、郷土の歴史や自然体験などの学習により
ふるさとを知り、愛着と誇りを持ってもらおうと８月
19日、琴浦こども塾を開塾しました。
　第１期生として町内の小学４年生から６年生の10
人が応募し、開塾式当日はオリエンテーションで自己
紹介と交流をした後、第１回の論語の学習を行いまし
た。
　スポーツ少年団の文化版をイメージしたこの塾は、
学校とは違う学びの中で個々の人間力を育てること、
まずは「腰骨」を伸ばし、人としての“しん”がしっかり
と通った子どもたちを育むことを目指していきます。
　今後は毎月２回、座学や茶道などの礼儀作法、フィー
ルドワークなどの活動を行っていきます。

　９月１日、２日の２日間、東京にある鳥取・岡山新
橋館で行った『食のるつぼ琴浦物産フェア』には、町
内から６事業者が出店され、自慢の商品をＰＲ販売さ
れました。関東圏での物産イベントは昨年に引き続き
２回目の取り組みでしたが、多くのお客様にご来場い
ただき、コトウラのおいしいものを広くアピールする
ことができました。
　また初日閉店後には、関東在住の町出身者や関係者
との交流会も開催し、地元話に花が咲くなど、有意義
な交流となりました。

腰骨をしっかりと立てて
「琴浦こども塾」が開塾しました

コトウラの「おいしい」を全国へ
食のるつぼ琴浦物産フェア

腰骨を伸ばして記念撮影

聖郷小学校「大きく実った梨を丸かじり」

集合写真

　町の各小学校では、総合的な学習の時間に、琴浦町
の特産品である二十世紀梨の栽培体験学習を行ってき
ました。
　今年度も町内５校の３・４年生が町内の梨園で学習
に取り組んでおり、５月に梨の摘果と小袋掛け、６月
には大袋掛け作業をしてきました。９月、いよいよ待
ちに待った収穫の時を迎え、梨園で収穫作業を行い、
自分が袋掛けをした梨を試食。大きく実った梨を丸か
じりし、そのおいしさに驚いていました。
　また、梨選果場も見学し、収穫された梨がどのよう
に選果されているか、興味深く見学していました。

おいしい梨におもわず笑顔！
小学生二十世紀梨栽培体験学習

論語の学習

会場の様子

ゲームでコミュニケーション

H29.10.1 10

まちの話題
マチカド



　町長と役場職員が、９月15日からの老人週間に、
町内の88歳（米寿）と100歳以上の高齢者178人の自
宅などをお祝いに訪問しました。
　今年100歳を迎えられる奥谷稔さん（東町）。日ご
ろから健康に気をつけておられ、魚や野菜を中心に好
き嫌いなくゆっくりよく噛んで食事をされるそうで
す。
　山下町長は、奥谷さんに町と国からのお祝い状と記
念品を贈呈し、「いつまでもお元気にお過ごしくださ
い」と長寿のお祝いの言葉を伝えました。

　９月７日から11日に宮城県で開催された「第11回
全国和牛能力共進会」肉牛の部（第９区）において、
鳥取県代表牛として出品された㈲とうはく畜産の「百
合白清久勝」が優等賞、優良枝肉賞を受賞しました。
また、10日に開催された枝肉のせりでは、鳥取県内
で出品された和牛のうち、最高額で販売されました。
　全国和牛能力共進会は５年に１度開催されることか
ら「和牛のオリンピック」とも言われており、成績が
和牛市場価格に大きく影響します。
　今回の受賞をきっかけに、「東伯和牛」の名が全国
へさらに広まることが期待されます。

高齢者に長寿のお祝い
いつまでもお元気で

㈲とうはく畜産出品牛
優等賞、優良枝肉賞を受賞

山下町長（左）と奥谷稔さん

中庭での記念撮影

提供：公益社団法人全国和牛登録協会
撮影：帯広畜産大学　口田圭吾教授　

　７月26日から28日の３日間、東伯中学校の友好交
流校である韓国麟

インジェ

蹄郡新
シンナム

南中学校の鄭
チョン

校長先生を代表
に、教師３人、生徒10人が来町されました。
　東伯中学校では、まず歓迎行事で東伯中の生徒が運
動会に向けて練習している「よさこいソーラン」を披
露し、その後、生徒会による学校紹介、英語のレクリ
エーション、茶道体験などの交流を行いました。最初
は、ぎこちなかった両校の生徒も、交流活動が進むに
つれて、積極的にコミュニケーションを図っていまし
た。

日本と韓国の架け橋に
東伯中学校と韓国新南中学校が交流

大好評だったソ
ーラン節

ことうら 2017. 1011
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　日本生命財団から赤碕剣道スポーツ少年団へ、剣道
防具18組が贈られました。これは、日本生命財団が
全国の児童・少年の健全育成活動をしている団体を支
援・援助するために行っているものです。
　赤碕剣道スポーツ少年団は、技術の向上だけではな
く、礼儀を重んじ、心身の健全育成を目的に活動され
ており、地域活動などにも積極的に取り組まれている
ことが認められ、今回の贈呈となりました。

日本生命財団から
赤碕剣道スポーツ少年団へ剣道防具贈呈

贈呈された防具を身につけた団員たち

オープンを記念してくす玉割り

　９月にオープンした、子育て世代包括支援センター
の愛称が、多くの子育て世代の皆様からの投票の結果、
『すくすく』に決定しました。
　今回決定した愛称『すくすく』のように、琴浦町の
子どもたちがすくすくと育っていくことができるよ
う、子育て世代の皆さんをサポートしていきます。
　また、『すくすく』のオープンを記念し、９月１日
に開所イベントを行いました。当日は22組の参加が
あり、賑やかなスタートとなりました。
　ベビーマッサージや遊びコーナーでの交流を通し
て、保護者同士、地域の子育て支援センター、また『す
くすく』スタッフとの繋がりを持つ機会となりました。
イベント中には、子育てに関する相談をする保護者も
ありました。
　今後も子育てに関する身近な相談窓口として、お気
軽にご利用ください。直通電話も開設しましたので、
電話での相談もお気軽にどうぞ。

子育て世代包括支援センター『すくすく』
開設時間　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　８:30～17:15
場　　所　琴浦町保健センター（子育て健康課内）
　　　　　 27-1333

子育て世代包括支援センターの愛称
「すくすく」に決定

イベントに来ら
れた親子に

記念品をプレゼ
ント

遊びコーナーの様子

「ママにマッサージしてもらって気持ちいいな♪」

ベビーマッサー
ジ体験

H29.10.1 12
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平
成
29
年
度
町
税
・
保
険
料
の
年
金
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
が
始
ま
り
ま
す

〜
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
〜

　

琴
浦
町
で
町
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
以

下
、
町
税
・
保
険
料
）
が
賦ふ

課か

さ
れ
て
い
る
人
で
、
下
の
表
１

の
条
件
を
満
た
す
人
は
10
月
か

ら
年
金
特
別
徴
収（
年
金
天
引
）

が
始
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
人
に
は

年
間
の
税
額
等
決
定
通
知
書

（
町
県
民
税
は
６
月
、
そ
の
他

の
保
険
料
は
７
月
に
送
付
）
に

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
納
付
方
法

　

特
別
徴
収
の
始
ま
る
今
年
度

の
納
付
方
法
は
、
下
の
表
２
の

と
お
り
年
税
額
の
半
分
を
普
通

徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
、
残

り
の
半
分
を
年
金
支
給
の
10

月
、
12
月
、
２
月
の
３
回
で
天

引
し
ま
す
。

　

翌
年
度
か
ら
は
、
今
年
度
の

２
月
分
と
同
じ
税
額
を
年
金
支

給
月
の
４
月
、
６
月
、
８
月
に

天
引
（
仮
徴
収
）
し
、
年
税
額

か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た

金
額
を
10
月
、
12
月
、
２
月
に

天
引
（
本
徴
収
）
し
ま
す
。

　

※	

町
県
民
税
の
仮
徴
収
は
、

今
年
度
分
の
税
額
の
２
分

の
１
の
金
額
を
４
月
、
６

月
、
８
月
の
３
回
に
分
け

て
天
引
を
行
い
ま
す
。

　

※	

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収

は
、
前
年
度
と
の
保
険
料

の
差
が
大
き
い
場
合
、
年

間
を
通
じ
て
天
引
す
る
保

険
料
額
が
均
等
に
な
る
よ

う
、
６
月
、
８
月
の
保
険

料
を
調
整
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

税
務
課

　

52
─

１
７
０
２

●４月１日現在65歳以上の公的年金などの受給者
●	特別徴収対象年金の受給額が年間18万円以上（特別徴収対象年金は、複数の年金を受
給している場合、「老齢基礎年金」が第一優先）

●「各税・保険料共通」と同じ

※	介護保険料が特別徴収になっているこ
とが、他の町税・保険料が特別徴収に
なる条件です。

●	世帯主が国民健康保険に加入している
●	国民健康保険加入者全員の年齢が、来
年３月末時点で65～74歳までの世帯
●	介護保険料との合計額が、特別徴収対
象年金の１/２以下

●	介護保険料との合計額が、特別徴収対
象年金の１/２以下

●	町税、保険料および所得税の合計額が
特別徴収対象年金より少ない
※	公的年金に対してかかる町県民税が特
別徴収の対象です。

表１　特別徴収となる条件一覧（全ての条件を満たす人が対象）

表２　10月から特別徴収となる人の納付方法

各税・保険料共通

介護保険料 国民健康保険税

後期高齢者医療保険料 町県民税

【29年度】

今年度９月まで 10月 12月 ２月

普通徴収（各期） 特別徴収（本徴収）

年税額の２分の１ 年税額の２分の１

【30年度から】

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

前年度２月分×３ 年税額─仮徴収
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
情
報
連
携
に
つ
い
て

困
っ
た
ら　

一
人
で
悩
ま
ず　

行
政
相
談

〜
行
政
や
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
お
気
軽
に
〜

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連

携
（
本
格
運
営
）
が
、
秋
頃
か
ら
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。（
詳
し
い
時
期
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
申
請
者

が
窓
口
で
提
出
す
る
必
要
な
書
類
（
住
民

票
の
写
し
、
課
税
証
明
書
な
ど
）
の
一
部

が
不
要
と
な
り
ま
す
。

情
報
連
携
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
手
続
き
に
必
要
な
書
類
の
一
部

を
不
要
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
、
行
政
機
関
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り

す
る
こ
と
で
す
。

情
報
連
携
対
象
の
事
務

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
３
分
野

に
わ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
て
申

請
を
行
う
児
童
手
当
、
保
育
所
の
入
所
、

介
護
保
険
な
ど
の
事
務
手
続
き
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

企
画
情
報
課　

52
─

１
７
０
８

　

行
政
相
談
は
、
役
所
の
仕
事
や
暮
ら
し

の
不
便
に
つ
い
て
、「
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ

て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
相
談
先

や
制
度
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
相
談
に

お
答
え
す
る
制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
10
月
16
日
（
月
）
か
ら

22
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を
行
政
相
談

週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
行
政

相
談
所
の
特
別
開
設
な
ど
の
行
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

琴
浦
町
の
行
政
相
談

　

町
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
を
毎
月

２
回
（
今
月
は
行
政
相
談
週
間
の
た
め
３

回
）
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

相
談
者
の
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
相
談
日
以
外
で
も
、
電
話
な
ど
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
町
の
行
政
相
談
委
員

　

山
本
秀
正
さ
ん
（
槻
下
南
団
地
）

52
─

２
０
９
６
（
自
宅
）

　

小
谷
純
子
さ
ん
（
下
中
村
）

55
─

１
６
４
４
（
自
宅
）

○
今
月
の
相
談

『
東
伯
会
場
』

と　

き　

10
月
18
日
（
水
）、
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

と
こ
ろ　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

『
赤
碕
会
場
』

と　

き　

10
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

総
務
課

52
─

２
１
１
１

倉
吉
合
同
行
政
相
談
所
の
特
別
開
設

と　

き　

10
月
17
日
（
火
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心
（
倉
吉
市

　
　
　
　

駄
経
寺
町
２
１
２
─

５
）

参 

加
機
関　

法
務
局
、
弁
護
士
（
予
約
制
、

問
合
せ
先
に
事
前
に
連
絡
）、
司
法
書

士
、
行
政
相
談
委
員
ほ
か

問
合
せ
先　

鳥
取
行
政
監
視
行
政
相
談

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

０
８
５
７
─

24
─

５
５
４
２

※	

「
鳥
取
行
政
評
価
事
務
所
」
は
、
10
月

か
ら
名
前
が
「
鳥
取
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

情報連携により省略可能な事務の例

申請項目 申請先 省略可能な書類の例

公営住宅の入居の申請
（公営住宅法）

建設課	
55-7805

住民票、課税証明、障害者手帳、生活保護受
給証明書

児童扶養手当の申請
（児童扶養手当法）

福祉あんしん課	
52-1715

住民票、課税証明、障害者手帳、特別児童扶
養手当証書

国民健康保険の資格取得の届出
（国民健康保険法）

町民生活課
52-1707 資格喪失証明書

※情報連携には時間がかかる場合があります。	 	
※詳しくは各申請先窓口にお問い合わせください。		

H29.10.1 14
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季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

【
対　

象
】

①	

65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
27
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②	

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
。

【
自
己
負
担
額
】

２
，３
０
０
円
（
１
人
１
回
ま
で
）

＊	

接
種
券
な
ど
を
、
健
康
づ
く
り
推
進
員

を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

人
は
説
明
書
を
確
認
し
、
接
種
券
・
予

診
票
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

＊	

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
負
担
金
の
全

額
助
成
を
行
い
ま
す
。
予
防
接
種
済
証

と
領
収
書
を
持
っ
て
、
子
育
て
健
康
課

ま
た
は
分
庁
総
合
窓
口
係
で
請
求
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

【
対　

象
】

生
後
６
カ
月
か
ら
中
学
３
年
生

【
助
成
額
】

１
回
に
つ
き　

１
，５
０
０
円

（
１
人
２
回
ま
で
）

＊	

接
種
券
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
人
は
説
明
書
を
確
認
し
、
接
種

券
・
母
子
手
帳
を
持
っ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

障
が
い
児
・
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

【
対　

象
】

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳

Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所

持
者

【
助
成
額
】

接
種
費
用
の
２
分
の
１

上
限
１
，５
０
０
円
（
１
人
１
回
ま
で
）

＊	

申
請
書
は
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。
請

求
書
を
福
祉
あ
ん
し
ん
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

子
育
て
健
康
課

　
　
　
　
　

52
─

１
７
０
５

　
　
　
　
　

福
祉
あ
ん
し
ん
課

　
　
　
　
　

52
─

１
７
０
６

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

健
診
結
果
と
医
薬
品
の
レ
シ
ー
ト
は
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
、
一
定
の
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
要
指
導
医
薬
品
お

よ
び
一
般
用
医
薬
品
の
う
ち
、
医
療
用

か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
）
を
年
間
で

１
万
２
千
円
以
上
購
入
し
た
場
合
に
、
確

定
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
年
の
総

所
得
金
額
な
ど
か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
、
健
康

の
維
持
増
進
や
疾
病
予
防
の
た
め
の
取
り

組
み
（
特
定
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
健

康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
）
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
の
購
入
が
明
記
さ
れ
て
い
る
レ
シ
ー

ト
と
健
診
結
果
通
知
書
な
ど
の
提
出
が
必

要
で
す
の
で
、
各
自
で
保
管
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
現
行
の

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

52
─

１
７
０
７

　

各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
さ

れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記
録
し
、
水
道
料

金
を
計
算
す
る
た
め
の
大
切
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
汚
水

や
雨
水
が
流
入
し
た
り
、
物
が
置
い
て

あ
っ
た
り
す
る
と
、
検
針
が
容
易
に
行
え

ま
せ
ん
。

　　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
検
針
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

・	

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
き
れ
い

に
し
、
上
に
物
を
置
か
な
い
。

・	

ペ
ッ
ト
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
し
て
つ
な
ぐ
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課

　
　
　
　
　

55
─

７
８
０
６

泥まみれになったメーターボックス
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ガイナーレ鳥取�
琴浦町ホームタウンデイに行こう

13:00キックオフ　�VS�ガンバ大阪U-23

秋はスポーツにチャレンジしよう

現地直行　無料応援バスツアー

元気に歩こう 琴浦を！ in安田

チケット格安ゲットのチャンス

ニュースポーツ交流会＆体力測定

町民秋季ゴルフ大会

町秋季テニス大会

　JR浦安駅南駐車場（９:40）、農業者トレー
ニングセンター（９:50）で出発し、会場まで
直行。
募集定員　25人（先着順）町民・町内在勤者
申込受付　10月４日（水）～10月18日（水）
申込・問合せ先　総合体育館　 52-2047

　鏝
こて

絵
え

など、歴史を感じる初心者向けの3.7km
コースです。
と　き　10月８日（日）受付９:10、開会９:30
　　　　※小雨決行・荒天中止
集合場所　安田地区公民館
コース　安田地区公民館→葦原神社→光鏝絵→
　　　　河本家住宅→出発点
持ち物　飲み物、タオル、帽子、あめ、雨具
　　　　ノルディックポール（持っている人）
送迎バス　役場本庁舎　９:00発
　　　　　役場分庁舎　９:10発
その他　事前申込不要　※直接会場へ集合

　町民・町内在勤者に耳寄り情報です。
　バックスタンド自由席が特別優待価格1,000円。
※小・中学生には学校を通じて無料チケット配布。
※高校生は次の取扱先で無料チケット配布。
販売期間　10月４日（水）～10月20日（金）
取扱先　総合体育館、農業者トレーニングセンター
　　　　まなびタウンとうはく（社会教育課）

　10月22日（日）にチュウブYAJINスタジアム（米子市安倍）において、琴浦町ホームタ
ウンデイを開催します。試合は13:00キックオフで、対戦相手はガンバ大阪U-23です。元
日本代表キャプテンの森岡隆三監督（鳥取）・宮本恒靖監督（大阪）による采配にも注目です。
　グルメやサイン会などのイベントも盛りだくさん。みんなで応援に行きましょう。

　氷上のカーリングの室内バージョン「カロー
リング」などのニュースポーツを楽しみながら、
自分の体力を測定してみませんか？
と　き　11月３日（金・祝）
　　　　受付８:30～、開会９:00
ところ　東伯勤労者体育センター
内　容　①ニュースポーツ交流会
　　　　「カローリング」「ラダーゲッター」
　　　　「室内ペタンク」
　　　　②体力測定
参加資格　町民、町内在勤者
持ち物　上履きシューズ、飲み物、タオル
その他　当日受付
主　催　スポーツ推進委員会、琴浦町教育委員会

と　き　10月29日（日）９:20開会式
ところ　光好カントリー倶楽部
参加費　団体戦　１人1,500円
　　　　個人戦　１人1,000円
　　　　プレー代　3,000円
競技方法　18Hストロークプレー
申込締切　10月23日（月）

と　き　10月22日（日）
ところ　赤碕総合運動公園テニスコート
参加資格　町民、町内在勤者
参加費　１人300円
申込締切　10月13日（金）
その他　当日の参加者で
　　　　チームを作ります。

各種スポーツ行事　申込・問合せ先　総合体育館　 52-2047　 52-2037

無料無料
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催しもの

第４回　琴浦町
まなびのつどい開催

　大学教授の秘書から女性管理職
となり、企業や地域との連携活動
を続ける現在について講演してい
ただきます。
と　き　10月15日（日）
　　　　13:30～16:00
ところ　まなびタウンとうはく
　　　　４階　多目的ホール
講　演　	「職業人としての地域へ

の思い─社会と大学をつ
なぐ窓口に携わって─」

講　師　	青山恵子さん（広島大学
社会産学連携室　理事補
佐）

オープニング
　	安来節
　（出演：安来節保存会東伯支部）
その他　参加費無料、手話通訳あり
問合せ先　社会教育課 52-1161

琴浦ほこてんピチパル商店街

　ほこてん商会実行委員会メン
バーが主催する、ほこてん（歩行
者天国）イベントが開催されます。
と　き　10月22日（日）
　　　　10:00～15:00
ところ　町道駅前八幡線
　　　　（役場分庁舎前の通り）
催 し物　太道の演武、アームレス
リング大会、キッズファッショ
ンショー、ほこてん音楽祭、キッ
ダイヤ、働く車の展示、グルメ
グランプリ　

そ の他　当日は８:00～17:00ま
で交通規制のため、路線バスが
一部迂回経路を運行します。

問合せ先　ほこてん商会実行
　　　　　委員会　 55-1172

～中部地震復興を願って～
『とりそらたかく商品』発表会

　鳥取県中部地域の倉吉市、湯梨
浜町、三朝町、北栄町、琴浦町の
１市４町の魅力ある商品を全国へ
発信しようと、鳥取県の「鳥」と「全
国へ羽ばたけ！」との思いを込め
て『とりそらたかく』と命名した
60品目の商品が完成しました。
　この商品は、１市４町の農商工
に関わる事業者と商工支援団体、
地元行政の３者が連携して誕生し
たもので、倉吉未来中心において
発表会を開催します。当日は、式
典に続き『とりそらたかく商品』
の試食販売のほか、ガラポン抽選
会を楽しんでいただき、60名に
『とりそらたかく商品』をプレゼ
ントします。
と　　き　10月23日（月）
　　　　　14:00～16:00
と こ ろ　倉吉未来中心
　　　　　（１階アトリウム）
参 加 料　無料（事前申込不要）
問 合せ先　とっとり中部発信プロ
ジェクト事務局（中部商工会産
業支援センター）
　 36-2868

国指定重要文化財
 河本家住宅　秋の公開

　400年の歴史が息づく河本家住
宅へ、ぜひご来場ください。
と　き　10月21日（土）～27日（金）
　　　　10:00～16:00
入場料　１人300円
（20名以上の団体は１人250円）
※	中学生以下、障がい者手帳をお
持ちの人は無料

内　容　	「琴ノ浦　海物語」
　　　　	海に関連した講演会を予

定しています。
その他　申込不要
問合せ先　社会教育課 52-1161

塩谷定好作品展　後期企画展2017
「芸術写真の味わい」

　塩谷定好の撮影した写真作品を
入れ替え展示します。長年、ふる
さと山陰の自然・くらしを写して
きた芸術写真を、ゆっくりとご鑑
賞ください。
（作品は４月と10月に入れ替え）
と　き　10月４日（水）～
　　　　平成30年３月26日（月）
　　　　９:00～16:00
　　　　（休館日：火曜日）
ところ　塩谷定好写真記念館
入館料　300円（会員は無料）
問合せ先　塩谷定好写真記念館　
　　　　　 55-0120

琴浦町子育て支援センター
「遊びの広場」

　子育て中の保護者、お子さんと
一緒にお気軽にお越しください。
と　き　10月４日（水）
　　　　10:00～11:15
ところ　琴浦町ふれあい交流会館
　　　　（きらりタウン赤碕内）
内 　容　ふれあい遊び、木のおも
ちゃ、サーキット、赤ちゃんコー
ナー（ベビーマッサージなど）、
赤ちゃん相談、絵本の読み聞か
せなど

対 　象　保育園に入っていない子
育て中の親子、ファミリーサ
ポートセンター会員	など

問合せ先　子育て健康課
　　　　　 52-1709

ことうら 2017. 1017

インフォメーションInformation



Kセンターのリサイクル感謝デー

　日ごろよりリサイクルに協力し
ていただいている皆様に感謝の意
を込めて、Kセンターが古紙とト
イレットペーパーの交換を行いま
す。
と　き　10月22日（日）
　　　　８:30～11:30
と ころ　倉吉資源リサイクル事業
協同組合（倉吉市小田字日の宮
３番地）

内　容　
①	牛乳パック10枚でトイレット
ペーパー１個
②	古紙（新聞・雑誌・ダンボール）
10㎏でトイレットペーパー１個

問合せ先　町民生活課 52-1703

がん検診推進
キャンペーンin中部

と　き　10月15日（日）
　　　　13:00～15:00
ところ　倉吉パープルタウン
　　　　１階	パータン広場
内　容　・検診体験コーナー
　　　　　大腸がんクイズラリー、
　　　　　	マンモグラフィー圧力

体験、肌年齢測定など
　　　　・展示コーナー
　　　　・相談コーナー
　　　　・バルーンアートショー
　　　　　	鳥大サークルによる楽

しいショーです
その他　※来場者には粗品進呈
問合せ先　中部総合事務所
　　　　　福祉保健局健康支援課　
　　　　　 23-3146

日韓友好交流公園
「日韓文化交流促進ウィーク」

　日韓友好交流公園では、日韓文
化交流の促進を目的としてイベン
トを行います。ぜひお越しくださ
い。
と　き　10月５日～10月12日
ところ　日韓友好交流公園
　　　　（琴浦町別所167-1）
内　容
○日韓友好資料館	
　交流写真の展示（期間中）
○ミンジョンさんの韓国アカデミー
　（10月12日予定）
○日韓友好交流公園
　シオレマダン（10月７日予定）
問合せ先　商工観光課
　　　　　 55-7801

ハロウィンジャンボ宝くじ発売
～鳥取県内でのご購入をお願いします～

　平成29年の「ハロウィンジャ
ンボ宝くじ」が、全国一斉に発売
されています。
　この宝くじの収益金は各都道府
県の人口、市町村数、および販売
実績に応じて、都道府県を通じて
各都道府県の市町村振興協会に交
付されます。
　当選の夢とともに、県内の発展
も夢見ながら宝くじを購入してみ
ませんか。
発売期間　10月31日（火）まで
問合せ先　総務課　 52-2111

第14回「山の祭り」
第39回「住宅デー」

と　き　10月29日（日）
　　　　９:30～15:00
ところ　 倉吉パークスクエア
　　　　 （倉吉未来中心横大御堂

廃寺跡）
内 　容　木工教室、木材展示販売、
飲食コーナー、森林体験ツアー
（要事前申込）など

その他　入場料　無料
問合せ先　鳥取県中部森林組合
　　　　　 22-6622

生きるための心（性）の教育
～大人として、今、子ども達たちに伝えたいこと～ （思春期保健対策講演会）

　生きるための心と書く「性」を
考えることは、人間の生（人生）	
を考えること。子どもたちの“生”
と“性”の教育について、一緒に
考えてみませんか。
と　き　11月11日（土）
　　　　13:30～15:00
ところ　三朝町総合文化ホール
　　　　（三朝町大瀬999-2）
内　容　講演会
　　　　 講師　東京医療保健大学

医療保健学部看護学科
　　　　准教授　渡會　睦子　氏
問合せ先　子育て健康課　
　　　　　 52-1705

案　内

証明書コンビニ交付サービス
の利用停止

　琴浦町では、コンビニでの住民
票などの証明書交付サービスを
行っていますが、戸籍システム更
新作業に伴い、以下の日時での利
用ができません。
利用停止日時　10月17日（火）
　　　　　　　17:30～23:00
問合せ先　町民生活課
　　　　　 52-1704
　　　　　税務課
　　　　　 52-1702
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10月２日からTCC番組
第２チャンネル放送開始

　TCC自主放送チャンネルに新
しいチャンネルが加わります。こ
れまで「11ch」で放送されてい
た町の議会放送などは今後、新
チャンネル「12ch」で放送され、
より視聴しやすくなります。
　チャンネルの視聴にあたり、テ
レビ本体（DVDなど録画機も同様）
でのチャンネル再スキャンが必要
です。方法はテレビなどの取扱説
明書をご覧ください。TCCのホー
ムページにも国内主要メーカーの
再スキャン方法を掲載していま
す。（http://www.torichu.ne.jp）
問合せ先　	TCC鳥取中央有線放

送株式会社事業部
・本局　琴浦町逢束806
　　　　 53-2565
・サポートセンター
　　　　 53-6200

中小企業退職金共済制度

　「中退共」は、国がサポートす
る中小企業のための退職金制度で
す。
安全　	国の制度だから安心で、し

かも掛金の一部を国が助成
します。

有利　	掛金は全額非課税で手数料
もかかりません。

簡単　	社外積立で管理も簡単であ
り、従業員ごとの納付状況
や退職金試算額を事業主さ
んにお知らせします。

※	パートタイマーや家族従業員も
加入できます。

問 合せ先　（独）勤労者退職金共済
機構	中小企業退職金共済事業
本部　 03-6907-1234
http://chutaikyo.taisyokukin.
go.jp/

法の日週間行事のお知らせ

　10月１日（日）から７日（土）
の「法の日」週間にちなみ、次の
行事が開催されます。
○裁判所見学会（米子会場）
と　き　10月19日（木）
　　　　10:00～11:30
ところ　 鳥取地方・家庭裁判所米

子支部（米子市西町62）
定　員　 24人（申込受付順、要

事前申込）
申 込・問合せ先　鳥取地方・家庭
裁判所米子支部庶務課　
　 22-2205
○検察庁見学会
と　き　10月11日（水）
　　　　13:30～15:30
ところ　鳥取地方検察庁
（鳥取市西町３丁目201番地）

定　員　 20人（申込受付順、
　　　　受付は10月６日まで）
申 込・問合せ先　鳥取地方検察庁
企画調査課　 0857-22-4160

○ 鳥取県弁護士会による無料法律
相談（中部会場）

と　き　10月18日（水）
　　　　10:00～15:00
と ころ　鳥取地方・家庭裁判所倉
吉支部（倉吉市仲ノ町734）

定　員　12人程度（当日受付順）
問合せ先　鳥取県弁護士会　
　　　　　 0857-22-3912

法務局からのお知らせ
～あなたの相続手続きを応援します～

　全国の法務局で、各種相続手続
きに利用することができる「法定
相続情報証明制度」を始めました。
　この制度を利用していただくこ
とで、各種相続手続（相続登記、
預貯金の払戻しなど）で戸籍謄本
など一式を何度も提出する必要が
なくなるという利点があります。
問合せ先　鳥取地方法務局

倉吉支局　 22-4108

倉吉税務署からのお知らせ
軽減税率制度説明会

　平成31年10月に実施される消
費税の軽減税率制度については、
取扱商品の適用税率の確認や適用
税率の区分経理など、事業者にお
いて、実施に向けた準備が必要と
なります。
　消費税の軽減税率制度および事
業者支援措置を十分に理解してい
ただくため、説明会を開催します。
と　　き　10月27日（金）
　　　　　10:30～11:30
と こ ろ　県立倉吉体育文化会館
　　　　　（倉吉市山根529-2）
定　　員　100名
問合せ先　倉吉税務署
法人課税部門 26-5561（直通）

行政書士制度広報月間
無料相談会の開催

内 　容　官公署に提出する許認可
などの書類や相続・遺言、成年
後見などについて行政書士が相
談に応じます。

○電話による相談
と　き　10月３日（火）
　　　　10:00～15:00
受付電話番号　 0857-26-1532
○無料相談会
と　き　10月15日（日）
　　　　10:00～14:00
ところ　倉吉市図書館２階
問 合せ先　鳥取県行政書士会

事務局　 0857-24-2744

広報ことうら９月号P13「小中
学校秋の学校公開日」の内容に
一部誤りがありました。

東伯中学校11月20日の主な内
容は、
午前：人権教育講演会
午後：通常学習
となります。
お詫びして訂正いたします。

お詫びと訂正
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シリーズことうら教育
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毎月シリーズで、
隊員たちの日常をお届けします。

協力隊！
じゃナイトスクープ

このコーナーは、地域から寄せられた依
頼にもとづいて、地域おこし協力隊員た
ちが野にはなたれ、世のため、人のため、
琴浦町を中心に、この世のあらゆる事ど
もを徹底的に追求するコーナーである。

テッテッテ
レ♪

地域おこし協力隊活動日誌vol.18

若者が集う鳥の巣

　聖郷小学校では、学校統合によって広がった校区の「人・もの・こと」から、ふるさとの
良さを知り、地域の未来を考える子どもの育成を目指しています。

地域のよさを学び 「つたえる つながる 高め合う」学校へ

　さまざまな体験や学びを通して、ふるさとの聖郷や琴浦
が大好きな子どもへと成長してくれることを願っています。

文化を継承「三本杉の盆踊り」
　聖郷小学校では、毎年運動会で県無形
文化財の「三本杉おどり」を踊ります。
　４年前の学校統合の時、「この踊りを
継承したい」という保護者の願いから始
まりました。
　運動会前には、保存会の皆さんと練習
します。足の運びやしなやかな手の動き
など難しさもありますが、毎年踊る高学
年はだんだん上手になってきました。
　今年も「チョットサー、コーラショ」
と元気の良いかけ声の中、保護者や地域
の人と一緒に踊りました。

ふるさとから学ぶ「生活科・社会科を通して」
　生活科、社会科などの学習では、地域の人にお世話にな
りながら、聖郷小学校ならではの学習をすすめています。
　昨年の３年生は、社会科で学校周辺で栽培される芝につ
いて学びました。聖郷小学校の校
庭も芝生です。
　琴浦町は鳥取芝発祥の地。
　「琴浦の芝」は、甲子園や平和
記念公園にも使われている品質の
良い芝であることを知り、「この
芝を日本中に広めたい」とポスターを作成しました。

たけのこ掘り体験（２年） 米作りの工夫を聞く（５年）

琴浦の芝を学習（３年）

聖郷小

H29.10.1 20

■ ■ シリーズことうら ■ ■



まちネット行進曲
　琴浦町では近年、多くの人や団体がまちづくり
に取り組み、それぞれの地域や得意分野で町を盛
り上げていただいています。
　毎月シリーズで、これらの取り組みをご紹介し
ます。

シリーズ

ふるさと未来夢寄附金へのお礼
■平成29年度の寄附の状況（平成29年８月31日現在）
　寄附金の額　　　　　　　75,172,000円
　ご寄附いただいた人　　　　　　4,009人
　たくさんのご支援をいただき、ありがとう
ございました。
問合せ先　総務課　　52-2111

琴浦グルメストリートプロジェクト

　2010年１月19日に結成。当時、山陰道の
開通を１年後に控え、この地域が商業に対し
て何も対策をしていなかったことに危機感を
持った商店主５名が「グルメでまちおこし」
を合言葉に活動を展開。
　まず、「新しいグルメ」ということで「琴
浦あごカツカレー」を試行錯誤の末に開発。
琴浦町魚のトビウオと鳥取の県民食カレーを
掛け合わせ、鳥取県のイベントで見事優勝し
て知名度もクオリティもアップ。
　その後、町内でグルメイベントを15回開
催し、2011年の東日本大震災の際は、宮城
石巻市で「あごカツカレー」の2000食の炊
き出しを、県・町と共同で実施しました。
　現在は県内外のイベントに出店し、琴浦町
における増客を目指す活動を展開中です。

Vol.18

琴浦定番メニュー、あごかつカレー
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ことうらスナップ
パシャリ！まちの魅力を

【作 品 名】
　船上山に沈む冬の星座たち
【名　　前】
　光本芳朗さん
【撮影場所】
　琴浦町船上山ダム
【コメント】
　お正月の里帰りの際の、私のお
気に入りの風物です。今年は暖冬
で雪の無い景色でしたが、満天の
星空で寒さも忘れて撮影しまし
た。この景色は今も昔も不変では
ないでしょうか。
　撮影時間は深夜１時頃ですが、
オリオン座、牡牛座、ぎょしゃ座、
ペルセウス座がとてもよく見えま
す。

　平成28年度に実施した「いいね！ことうら」
写真コンテストでは、多くの素晴らしい作品が寄
せられました。その作品の一部を紹介しています。

Garlic Festivals
Japanese summer is a season of festivals. My 
friends and I love festivals – already we have been 
to too many to count!
In Cleveland, we have the garlic festival. Every 
year, restaurants, breweries, and garlic farmers 
come together and sell garlic foods and drinks. 
You can eat garlic burgers and garlic ice cream. 
You can drink garlic beer too! I go with my friends 
every year. 
Do you like garlic?

にんにく祭
　日本の夏といえば、祭りの季節。私も私の友達も
祭りが大好きで、数え切れないほどの祭りに参加し
ました。
　私の出身地であるクリーブランド市には、「にん
にく祭」があります。毎年、レストランや地ビール
屋、にんにく農場主が集まって、にんにく料理やに
んにく飲料を販売します。にんにくバーガーやにん
にくアイス、にんにくビールを味わうことができま
す。私は毎年、友達と参加しています。
　皆さんは「にんにく」お好きですか？

From　Troy Friedman
　　　 文╱トロイ・フリードマン
　　　　　（東伯中学校英語指導助手）

東伯中学校
英語指導助手によるエッセイ


